
橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

①
広
域

的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

②
そ
の
自
治
体
の
住
民
か
ど
う
か

で
サ
ー
ビ
ス
に
差
を
つ
け
る
方
法
を

見
直
す
よ
う
、
東
京
都
市
長
会
な
ど

で
提
案
で
き
な
い
か
。

市
長

①
地
理
的
、
歴
史
的
、
行
政

的
に
つ
な
が
り
の
深
い
市
が
、
共
通

の
課
題
に
連
携
協
力
し
て
広
域
的
に

対
処
し
て
い
く
こ
と
は
、
よ
り
質
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）

①
こ
れ

か
ら
の
自
治
体
改
革
は
、
み
ず
か
ら

政
策
を
創
出
す
る
た
め
に
政
策
機
能

の
強
化
を
目
指
す
こ
と
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

②
小
平
市
は
ど
う
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

③
こ
れ
か
ら
は
自
治
体
の
自
己
責

任
、
自
己
裁
量
、
自
己
決
定
等
が
強

く
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長

①
将
来
都
市
像
を
目
指
す
た

め
に
市
が
持
つ
潜
在
能
力
を
発
揮
し
、

多
く
の
市
民
と
協
働
し
個
性
あ
る
地

域
の
発
展
の
た
め
の
政
策
を
つ
く
り

出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

②
多
元
的
な
公
共
の
担
い
手
と
の

協
働
に
よ
っ
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
、
行
政
の
組
織
運

営
を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
地
域
の
総
合
的
な
行
政
主
体
と

し
て
、
自
主
的
・
自
立
的
な
判
断
に

基
づ
き
、
市
民
に
身
近
な
行
政
を
効

率
的
に
運
営
し
て
い
き
た
い
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）

①
む
だ

を
な
く
す
と
い
う
視
点
は
あ
る
か
。

②
市
民
の
感
想
や
意
見
は
ど
の
よ

う
に
生
か
さ
れ
る
か
。

③
予
算
獲
得
に
不
利
と
な
る
評
価

は
行
わ
れ
な
い
の
で
は
。

市
長

①
事
業
経
費
等
の
3
年
間
の

実
績
数
値
を
使
い
、
成
果
を
維
持
し

な
が
ら
経
費
を
削
減
す
る
こ
と
な
ど

で
事
業
改
善
が
図
ら
れ
、
そ
の
結
果

む
だ
を
な
く
せ
る
と
考
え
る
。

②
市
民
や
利
用
者
の
感
想
、
満
足

度
を
成
果
指
標
と
し
、
評
価
に
活
用

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

③
実
績
数
値
を
使
う
こ
と
に
よ
り

主
観
的
影
響
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
結
果
を
意
図
的
に
よ
く
見

せ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。

く
た
め
に
は
必
要
と
考
え
る
。

②
相
互
に
連
携
の
図
れ
る
と
こ
ろ

は
検
討
し
て
い
き
た
い
。
東
京
都
市

長
会
議
で
は
事
例
案
や
広
域
連
携
活

動
に
対
す
る
助
成
制
度
の
検
討
の
必

要
性
等
も
提
案
さ
れ
て
お
り
、
自
治

体
間
連
携
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）

①
非

公
式
と
公
式
の
意
味
や
違
い
は
。

②
投
票
し
た
市
民
へ
の
説
明
は
。

③
共
産
党
と
の
政
策
協
定
を
す
る

た
め
に
、
公
式
と
非
公
式
の
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

市
長

①
市
長
選
挙
に
限
定
す
れ
ば
、

20
年
ほ
ど
前
か
ら
活
動
報
告
と
し
て

発
行
し
て
い
る
も
の
が
非
公
式
で
、

選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け
選
挙
に
向

け
て
発
行
し
た
法
定
ビ
ラ
が
公
式
な

も
の
で
あ
る
。

②
大
多
数
は
選
挙
期
間
中
に
配
ら

れ
た
法
定
ビ
ラ
を
見
た
上
で
投
票
し

た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
の
で
、
説

明
の
必
要
は
な
い
。

③
協
定
も
含
め
多
く
の
人
の
意
見

を
最
終
的
に
ま
と
め
上
げ
た
も
の
が
、

公
式
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
あ
る
。

佐
藤
　
充
議
員
（
共
産
）

①
予
算

編
成
や
事
業
を
推
進
す
る
際
に
は
、

市
民
の
暮
ら
し
や
要
望
を
掌
握
し
、

政
策
判
断
へ
と
進
め
る
べ
き
で
は
。

②
格
差
社
会
の
是
正
を
ど
の
よ
う

に
検
討
・
研
究
し
て
い
る
の
か
。

③
小
平
市
市
民
参
加
の
推
進
に
関

す
る
指
針
を
発
展
さ
せ
、
市
民
参
加

条
例
に
す
べ
き
で
は
。

市
長

①
市
民
参
加
の
推
進
や
市
民

の
声
を
聞
く
機
会
を
幅
広
く
持
ち
、

市
民
要
望
の
把
握
に
努
め
市
政
運
営

を
進
め
た
い
。

②
国
全
体
の
課
題
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
個
々
の
事
例
ご
と
に
何
が
で

き
る
の
か
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

※
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
と
は
　

歴
史
的
記
録
を
体
系
的
・
継
続
的

に
集
積
し
た
も
の
。
ま
た
は
資
料
保

存
機
関
の
こ
と
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）

①
小
平

市
の
歴
史
、
文
化
等
の
貴
重
な
記
録

が
ど
の
く
ら
いw
e
b
上
に
存
在
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

②
w
e
b
上
で
の
貴
重
な
歴
史
、

文
化
等
の
資
料
を
公
的
に
残
す
こ
と

を
検
討
で
き
な
い
か
。

教
育
長

①
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
市
の
歴
史
的
な
記
録
が
50
件
ほ
ど

あ
る
。
他
の
大
学
等
が
発
信
す
る
学

術
文
献
や
民
間
の
情
報
な
ど
を
含
め

る
と
膨
大
な
数
量
に
な
る
と
予
想
さ

れ
る
た
め
、
記
録
の
数
量
を
推
測
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

②
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
が
、

質
の
高
い
情
報
の
収
集
に
努
め
る
中

で
、
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
情
報
基

盤
の
整
備
・
充
実
を
図
り
た
い
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）

①
暮

ら
し
の
実
態
調
査
が
必
要
で
は
。

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
目
的
は
果
た
さ
れ
て
い
る
か
。

③
福
祉
用
具
を
借
り
て
い
る
軽
度

の
人
は
原
則
と
し
て
保
険
適
用
が
な

く
な
っ
た
が
、
影
響
と
市
の
考
え
は
。

④
市
独
自
の
軽
減
策
が
必
要
で
は
。

市
長

①
平
成
19
年
度
に
予
定
し
て

い
る
。

②
検
証
し
て
い
な
い
。

③
電
動
ベ
ッ
ド
の
利
用
者
で
約
260

人
、
車
い
す
は
40
人
が
影
響
を
受
け

た
。
電
動
ベ
ッ
ド
の
助
成
は
実
施
す

る
予
定
だ
が
、
車
い
す
に
つ
い
て
は

西
　
克
彦
議
員
（
共
産
）

①
地
域

生
活
支
援
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を

維
持
、
拡
充
で
き
て
い
る
か
。

②
障
害
福
祉
計
画
の
策
定
状
況
は
。

③
利
用
者
の
負
担
軽
減
策
に
対
す

る
考
え
は
。

市
長

①
各
種
サ
ー
ビ
ス
と
も
従
前

の
水
準
を
維
持
で
き
て
い
る
。
移
動

支
援
で
は
対
象
年
齢
の
引
き
下
げ
を

行
い
、
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
た
。
新

事
業
の
検
討
等
は
、
国
等
の
動
向
を

見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

②
現
在
、
都
が
ま
と
め
る
中
間
報

告
に
向
け
て
市
も
作
業
を
進
め
て
お

り
、
今
後
都
と
調
整
を
図
る
。
実
態

調
査
は
平
成
18
年
度
に
実
施
す
る
。

③
法
の
趣
旨
か
ら
各
市
区
町
村
で

負
担
が
異
な
る
の
は
望
ま
し
く
な
い

た
め
、
国
や
都
の
軽
減
措
置
の
効
果

を
見
き
わ
め
た
い
。
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一般質問

（政和）＝政和会

（公明）＝市議会公明党

（緑ネ）＝緑・ネット

（共産）＝日本共産党小平市議団

（フォ）＝フォーラム小平

（民リ）＝民主リベラル

議員が議案以外に市の行政全般にわたり、
市長や教育長などに説明や報告を求め、
また所信をただすことです。適正な行政
運営を行う上で、その役割は重要です。こ
こでは、20人の議員からの質問のうち、
1人3件までその要旨を掲載しました。

一般質問とは

原
　
邦
彦
議
員
（
公
明
）

①
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
は
進
ん
で
い
る
か
。

②
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
チ
ェ
ッ
ク
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

③
市
民
と
接
す
る
機
会
の
多
い
職

員
の
研
修
を
十
分
行
っ
て
い
る
か
。

④
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
意

識
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
へ
向
け
た

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。

③
自
治
基
本
条
例
づ
く
り
を
進
め

て
お
り
、
そ
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

考
え
て
い
な
い
。

④
保
険
料
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
に

対
す
る
軽
減
策
は
実
施
し
て
い
る
が
、

食
費
・
居
住
費
に
つ
い
て
は
考
え
て

い
な
い
。

西
　
克
彦
議
員
（
共
産
）

①
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
と
自
主
性
の
尊
重
等
に

対
す
る
市
の
考
え
は
。

②
自
治
会
と
の
協
力
や
協
働
関
係

の
発
展
に
対
す
る
考
え
は
。

市
長

①
両
団
体
は
地
縁
を
基
盤
と

し
、
市
民
が
共
通
す
る
課
題
の
解
決

や
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

主
体
的
に
組
織
す
る
公
益
団
体
で
あ

る
。
ま
た
、
自
治
会
の
活
動
は
、
行

政
協
力
に
対
す
る
報
償
的
な
意
味
と

と
も
に
、
自
主
的
な
活
動
を
奨
励
す

る
趣
旨
か
ら
事
務
交
付
金
を
交
付
し

て
い
る
。

②
自
治
会
の
立
場
を
最
大
限
に
尊

重
し
意
見
交
換
等
を
行
い
な
が
ら
、

今
後
も
よ
り
よ
い
関
係
を
築
き
上
げ

て
い
き
た
い
。

市
長

①
進
ん
で
い
る
と
考
え
る
。

②
毎
年
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

③
平
成
18
年
度
は
約
100
人
の
職
員

が
接
遇
に
関
す
る
研
修
を
受
講
し
た
。

④
だ
れ
も
が
使
い
や
す
い
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
を
も
と

に
、
段
差
の
解
消
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

の
敷
設
を
行
っ
て
き
た
。

桜
田
　
誠
議
員
（
公
明
）

①
地※
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
方
向
性
は
。

岩
本
博
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
現
在

の
人
員
で
は
不
十
分
と
考
え
る
が
。

②
制
度
改
正
に
つ
い
て
の
情
報
提

供
や
事
業
者
へ
の
支
援
は
。

③
保
健
、
福
祉
、
医
療
の
専
門
家

と
の
連
携
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
地

域
資
源
を
活
用
す
べ
き
で
は
。

市
長

①
適
切
な
体
制
を
整
備
し
て

い
き
た
い
。

②
事
業
者
へ
の
情
報
提
供
を
行
う

機
会
を
随
時
設
け
た
り
、
改
正
点
を

ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成

し
支
援
し
て
き
た
。

③
医
療
等
の
専
門
家
や
各
種
の
地

域
資
源
と
連
携
を
図
る
こ
と
は
重
要

な
の
で
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
て
具
体
的
な
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

※
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
は

認
知
症
や
中
・
重
度
の
要
介
護
者

が
住
み
な
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
継

続
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
こ
と
。

窓
口
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

▲

②
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
は
。

③
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確

立
は
進
ん
で
い
る
か
。

市
長

①
平
成
18
年
度
か
ら
第
3
期

小
平
市
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

き
順
次
整
備
を
進
め
て
い
る
。

②
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
が
3
か
所
で
定
員
45
人
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
が
6
か
所
で
499
人
等

で
あ
る
。
今
後
、
定
員
を
ふ
や
す
整

備
を
予
定
し
て
い
る
。

③
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
従
事

者
等
に
対
す
る
研
修
を
実
施
す
る
ほ

か
定
期
的
に
連
絡
会
を
開
催
し
た
こ

と
か
ら
、
着
実
に
技
術
的
な
向
上
が

図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

自
治
体
小
平
市
を

ど

う

変

え

る

か

自
治
体
の
枠
を
超
え
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
方
を
検
討
で
き
な
い
か

市
役
所
及
び
市
施
設
の

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を

行
政
の
む
だ
を
な
く
す
た
め
の

実
効
性
あ
る
行
政
評
価
制
度
を

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
非
公
式
と
公
式
が

あ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

小
平
市
w
e
b
版
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

創

設

に

つ

い

て

市
民
参
加
の
あ
り
方
と

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

自
治
会
や
町
内
会
へ
の

支

援

に

つ

い

て

行

政

一

般

介
護
保
険
法
の
改
悪
か
ら

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
守
れ

高
齢
者
福
祉
と
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
目
指
す
べ
き
方
向
性

介
護
保
険
の
現
状
と

今
後
の
施
策
に
つ
い
て

障
害
者
自
立
支
援
法
の

実
施
状
況
と
今
後
に
つ
い
て

福

祉

※

地域包括支援センター（けやきの郷内）


